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３ 要  旨 

７月上旬までに発生したクサネムは、種子が玄米に混入する粒径に肥大する可能性があり、玄米の検査等
級低下の要因になるため、適切な防除法が求められている。そこで、水田における発生状況を明らかにし
て効率的な防除法を検討する。 
(1)発芽率は６月中旬までは、10％未満と低かったが、その後上昇し、７月上旬には約15％になり、その後８
月中旬から９月上旬にかけて急上昇し約40％に達し、10月末には44％になった。 
(2)７月上旬は、発芽率が上昇する時期にあり、玄米の検査等級を低下させないためにはこの時期の防除
が必要になる。 
(3)クサネムの生育は、湛水条件では著しく抑制されるので、７月上旬までの湛水管理が耕種的防除法とし
て有効であるが、落水を伴う中干し時期であるため薬剤防除をおこなう必要がある。
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